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福岡県立城南高等学校 

スーパーサイエンスハイスクール 

活動報告紙 

近年、人工知能（AI）は様々な分野で活用されており、私たちの生活に欠かせない存在となりつつあります。

特に、膨大なデータの中から特徴を見つけ出し、自動的に分類や予測を行う「機械学習」は、医療・交通・金

融など幅広い分野で利用されています。  

理数 DS では、このような AI やデータサイエンスの基礎を学ぶため、「アヤメの分類」をテーマに機械学習

へ取り組んでいます。Python のデータ分析ライブラリである「scikit-learn」を利用し、アヤメの花びらやが

く片の長さ・幅などのデータを読み込み、種類を分類するプログラムを作成しています。また、「PCA（主成分

分析）」を活用してデータの特徴を分かりやすく整理し、グラフとして可視化することで、データの傾向につい

て分析を行っています。さらに、「SVM（サポートベクターマシン）」という機械学習ア 

ルゴリズムを用いて、AI がどのように分類を行っているのかについて学習しています。 

 最初は思うように分類ができず、悩んでいる生徒もいましたが、コードを改良した 

り、データの特徴を考察したりしながら、粘り強く課題解決に取り組んでいます。世 

の中には、人間が一生かけても処理しきれないビッグデータが多く存在しています。 

そのようなデータを分析・活用しながら、自ら課題を発見し、解決へ向けて行動できる 

力が求められています。AI やデータサイエンスについて楽しく学びながら、未来を自ら 

の手で切り拓く、社会の課題解決に挑戦できる人材の育成を目指しています。 
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ノギスの使い方を演習している様子（1年） 紫外線量を測定している様子（3年） 

アヤメの分類をしている様子 

理数コースは学校設定科目「理数ゼミ」で課題研究を行っています。探究の

方法を観察・実習・実験を通して習得し、科学的・創造的思考力を養うこと、

様々な問題を主体的に解決しようとする実践的な態度を育むことを目的とし

ています。 

１年生の理数ゼミⅠでは、これから行う課題研究に向けた基礎的な実習を行

っています。探究を深めるためには、得たデータの集約・処理・解析が不可欠

です。この手法の練習として Excel やプログラミングを用いた実習を行ってい

ます。今後は化学・生物・物理の実験実習や海洋生物観察実習に加え、外部の

方々の講話を通して、探究を実践するための土台を築いていきます。 

2 年生の理数ゼミⅡの授業では、１６のグループに分かれてそれぞれの興味

関心のある研究をスタートさせています。各実験室に分かれ、試行錯誤しなが

ら先行研究の調査や予備実験を実施しています。なかなか思うように進まない

ことも多々ありますが、「失敗は成功のもと」をモットーに粘り強く取り組んで

いきたいと思います。 

３年生の理数ゼミⅢは、昨年度末に福岡女子大学の研究室を訪問した際に福

岡女子大学の教授からいただいた助言や校外の研究発表会で得た気づきをも

とに、残りの期間であと一歩、研究を進めるため、追加データの収集や追加実

験に取り組んでいます。３年生では６月の最終発表会、研究論文作成、英語ポ

スター発表会を予定しています。 

温度計で温度変化を観察している様子（2年） 


